
 

平成 31年度（2019年度）文化ホール事業計画の御案内 

「クレア＆アミカで会いましょう♪」 

【事業内容】 

草津市では、文化振興の理念や施策を具体的に明文化し、市民と共有することで、より一層の文化振興を図るため、

平成 29年 7月 1日に「草津市文化振興条例」を施行するとともに、文化振興施策を総合的かつ計画的に推進し、誰も

が文化に親しめる環境を整え、さらには文化の力によって都市の魅力を高めることを目的として、平成 30年 3月に「草津市

文化振興計画」を策定しました。同計画において、文化ホール（草津クレアホール、草津アミカホール）は、文化活動の重

要な拠点と位置付けております。今回、平成 31年度（2019年度）の事業計画をお知らせいたします。 

【特記事項】主な事業は、下記のとおりです。 

●世界をつなぐ音楽大使 「ウィーン少年合唱団」 〔平成 31年 6月 1日（土）・クレアホール〕 

 世界に数ある少年少女合唱団の中でも、群を抜く知名度と人気を誇る「ウィーン少年合唱団」。天使の歌声と評されて世

界中の人々を魅了する音楽大使が来日されます。 

●オリジナルオペラ 「青花紙のうた」 〔平成 31年 5月 29日（水）・草津市立矢倉小学校〕 

草津市の花である青花にまつわる民話を題材にしたアートセンタープロデュースオペラで、子ども達がプロによる本物のオペ

ラ芸術に触れる機会として実施されます。 

●劇団四季ファミリーミュージカル 「はだかの王様」 〔平成 31年 8月 12日（月・祝）・クレアホール〕 

アンデルセンの名作童話をもとに、詩人・劇作家の（故）寺山修司（てらやま しゅうじ）氏が、子ども向けに書き下ろし

たミュージカルで、1964年の初演以来、好評で全国で繰り返し上演されています。 

●すぐれた芸術鑑賞事業 2019展示ホール企画  

神山清子（こうやま きよこ）親子展 〔平成 31年 8月 14日（水）～9月 5日（木）・クレアホール〕 

今年度後期のＮＨＫの連続テレビ小説「スカーレット」は、信楽焼の女性陶芸作家である神山清子氏の半生を参考に

制作されます。今回、清子氏と息子の（故）賢一氏の作品展を開催いたします。 

 

※各事業の詳細は、草津アートセンター（℡：561－6100）にお問い合わせください。 

 

添付資料 平成 31年度自主文化事業計画書、ウィーン少年合唱団チラシ＆プログラム、青花紙のう

たプログラム、劇団四季ファミリーミュージカルチラシ案 

 

 

提供年月日 平成 31年 4月 24日  

担 当 部 署 教育委員会事務局生涯学習課 

  

 

  

【記者会見用】 



 


